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大型ウサギの実験動物化に関する研究



















































































体 重 4-6kg 6-8kg 8kg～ 合 計
雄 31匹(23.4%)30匹(22.4%) 5匹 (3.7%) 66匹(49.5%)





























































































































































































合 計 23/27(85.2%)13/27(48.1%) 13/27(48.1%)
表6 野外調査におけるウサギのB.B.およびP.帆の抗体保有率
BB. P,M. R.B.+P.M.
雄 6/7 (85.7%) 3/7(42.9%) 3/′7(46.2%)
雌 9/ll(81.8%) 4/ll(36.4%) 4/ll(36.4%)
6体




















ことが確認 された｡生後12カ月目に血液 を採取 し血
液性状ならびに血液生化学的値を測定 したが､対照
群のKbl:JWの値と大 きく異なることはなかった｡細
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